
 

 

2020年 12月 24日 

株式会社 鹿児島銀行 

 

女性事務服などの海外寄贈について 

 

 鹿児島銀行（頭取 松山 澄寛）は、創業 140周年の一環として女性事務服（夏服）を改定したことに伴い、

旧事務服などを海外に寄贈いたしましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．主旨背景 

当行はこれまで事務服改定の際、「リサイクル」にて旧事務服を処分しておりましたが、当行のＳＤＧｓ

取り組み方針である「サステナビリティ全体構想」に基づき、より環境負荷の小さい「リユース」にて、海

外に寄贈しました。 

 

２．寄贈品 

 旧事務服（ブラウス・スカートなど）  約 6,900枚 

旧祭り用品（浴衣・法被・帯）     約 1,700枚   計 8,600枚 

 

３．寄贈時期 

  2020年 11月 

 

４．寄贈先 

  マリ共和国（西アフリカ） 

   

５．委託先 

  社会貢献団体マザーランド・アカデミー・インターナショナル 

 

６．対応するＳＤＧｓ 

     

  

 

以上 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

鹿児島銀行 総務部 総務グループ 

TEL：099-239-9742（ダイヤルイン）    

目標 1． あらゆる場所での貧困問題解決への取り組み 

目標 12．廃棄物の削減・再利用の推進による環境負荷の低減 



 

   

（別紙） 

 

【寄贈品および配送の様子】 

 

  

 

【３Ｒ定義】 

 

３Ｒ（スリーアール）は、環境と経済が両立した循環型社会を形成していくための 3つの取り組みの 

  頭文字をとったもの。 

・Ｒｅｄｕｃｅ 

リデュース：廃棄物の発生抑制 

・Ｒｅｕｓｅ 

リユース：再使用 

・Ｒｅｃｙｃｌｅ 

   リサイクル：再資源化 

  ※１.リデュース、２.リユース、３.リサイクルの優先順位で廃棄物の削減に努めるのがよいという 

考え方 

      （出典：経済産業省・環境省）     

 


